
アルジェリア民主人民共和国
（Democratic People's Republic of Algeria）

国土面積 2,381,741 km2（日本の6.30倍）
人口 3,180万人（2003年央推定）
首都（人口） アルジェ（Alger）256万人（98年）
主要言語・宗教 アラビア語、フランス語　イスラム教
政体 共和制
元首 アブデルアジズ・ブーテフリカ大統領
通貨 ディナール

（2004年12月末 1ドル=72.614ディナール）
政府公式HP http://www.el-mouradia.dz/

政治・経済動向

国内総生産（GDP） 2001年549億ドル 2002年559億ドル 2003年666億ドル
１人当たりGDI 2003年1,920ドル
GDP伸び率 2001年2.6％ 　2002年4.1％ 　2003年6.8％ 
外貨準備高（2003年末） 329,40億ドル
消費者物価上昇率 2001年4.3％　2002年1.4％　2003年2.6％
対外債務残高（2003年末） 233.86億ドル
失業率（2002年）：27％ 27%
GDPの産業別構成（2003年） 農業10.2％ 鉱工業55.1％ サービス業34.7％

主要産業

2001 年 2002年 2003 年

輸出（FOB） 19,090 18,700 24,460

輸入（CIF） 9,480 12,007 13,008

品目 金額 構成比 品目 金額 構成比
天然ガス 9,613 29.3 資本材 4,822 37.6
石油精製品 3,987 16.3 食糧 2,598 19.9
工業製品 476 1.9 燃料・エネルギー 112 0.8

貿易額の推移（100万ドル）

主要経済指標

輸出（FOB）
主要商品類別輸出入（2003年、100万ドル、％）

貿易

国名

アルジェリアデータ

輸入（CLF）

2004年4月の大統領選挙で圧勝したブ－フテリカ大統領は、政治基盤を強めており、改革推進派を多く登用
して、経済自由化のみならず軍や司法制度の改革も進めている。しかし、既得権益層は広範にまたがってお
り、改革の成果を短期に求めることは難しい。炭化水素セクター（石油、天然ガス）は引き続き経済成長の牽
引車としての役割を担い、生産も好調に推移しているため、2005-06年では7％程度の高い経済成長が予測
される。にもかかわらず、石油産業は雇用吸収力が弱く、20％を超す高い失業率の改善が大きな問題とされ
る。

石油、天然ガスからなるエネルギー資源に恵まれ、現在では西欧のエネルギー消費の約17％を供給してい
るが、将来は25％程度に上昇すると見込まれる。アルジェリアから欧州への天然ガスの供給は、2本のパイ
プラインとLNG船が担い、現在その増強が図られている。政府は脆弱な国内民間部門の育成に向け、民営
化や金融セクターの近代化、経済インフラの整備、外貨誘致に取り組んでいる。

http://www.el-mouradia.dz/


国名 金額 構成比 国名 金額 構成比
イタリア 4,622 18.9 フランス 4,279 32.9
米国 4,378 17.9 イタリア 1,326 10.2
フランス 3,228 13.2 スペイン 845 6.5
スペイン 2,666 10.9 ドイツ 793 6.1

年 日本の輸出 日本の輸入 バランス

2002 24,062 4,877 19,185

2003 31,810 6,960 24,850

2004 56,444 12,819 43,625

年度 件数 金額
2001 0 0
2002 0 0
2003 0 0
51～2003累計 1 3

商品名 金額 商品名 金額

乗用車 15,514 原油 9,839

商業車 13,377 天然ガス 1,715

マイクロバス 6,120 石油製品 1,234

タイヤ 5,100

建設機器 3,745

一般事情

日本との時差 　－8時間

財務省資料等から作成

日本の直接投資額の推移（億円）

日本の輸出

主要商品別輸出入（2004年、100万円）
日本の輸入

輸出（FOB）
主要国・地域別輸出入（2003年、100万ドル、％）

輸入（CLF）

日本との貿易の推移（100万円）

日本との経済関係

気候　海岸沿いの地方は冬は湿潤、夏は暑く乾燥している。南部高原地帯は乾燥し、寒暖の差が激しい。夏
の間は全土に砂塵を含む風が吹く。アルジェの年間平均気温は17.14℃。

資料：IMF（IMF、DOTS、World Economic Outlookほか）、世界銀行、UNCTAD、日本外務省、

在留邦人数 （2003年10月）総数95人


